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アウトライン

 どのようなシステムを作ったのか
→テストユーザにどのように評価されたのか

発表の流れ
０．研究の背景（以前開発したシステムも）
１．今回開発したシステム
２．評価の方法・内容
３．評価結果：4週と13週の違いも
４．改善



開発の背景

研究テーマ：大学生の自己主導学習（Self-Directed Learning）
スキル習得支援

SDLレディネススケール（SDLRS）簡易版開発

SDLレディネスに応じた科目推奨システムを開発・評価

学生のすべての学習状況を記録し，可視化するシステム（Self-
Tailored Educational Portal System：STEPS）の試用版を開発



システムの特徴

スマートフォン用の
インターフェース

学習予定・学習状況
を登録可能（すべて
手動で入力）

 スケジューリングアプ
リに類似した表示

 使用者のSDLレディネ
スを因子別に可視化



評価概要

データ種類
申込 4大学113名（1－3年）
実際の使用開始者 96名

参加者

4週コース
13週コース

実施
期間

アンケート（プレ・ポスト）データ
SDLRS（自己主導学習レディ
ネススケール）・簡易版
アクセスログ・操作ログ



参加者が行う操作

アイコン説明操作区分
予定として学習スケジュールを入力予定
予定終了後24時間以上経過
予定通りに学習が終了（実行ボタンをタップ）実行実績
予定の一部を変更（学習スケジュールを編集）変更
予定として登録されていない学習を入力新規

入力時間が未来
だと予定、過去
だと実績入力に



結果
期間の最後まで継続使用した参加者：4週コース15名、

13週コース29名
→事後アンケート結果（5段階リッカート）を検討

完了者平均値項目
3.96自分の学習傾向が分かった
4.30学習予定の色の意味が理解できた
4.65いつ学習しているのかが分かった
3.98学習習慣づけに役立つシステム
3.19学習予定を入力するのは容易だった
3.85デフォルト画面は1週間分の予定一覧の方がよかった



結果（続き）

 Q．このシステムを今後も使用したいか（完了44名中）
「条件次第」24 名，「使おうと思わない」9 名

その理由は？

 毎回ログインしなければならず不便
 入力自体が面倒
 一度に複数の予定が登録できない など

ほとんどが利便性に関する内容



改善・追加開発予定

 アプリ化、あるいは一度ログインすれば自動ログイン可能に
 同一時間の授業などを複数回分まとめて入力できるように
 ⾧期活用してもらうフォードバック方法開発
 SDLRSの結果の活かし方検討

自動入力については、別の研究成果も踏まえて要検討
→手動であることによる効果


